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　随分前から、老後の趣味を持たねばという焦りを持っています。最初に思いついたのは犬の散
歩。きっとささくれた私の気持ちを癒してくれそう。もう一つは、ゴルフ。他のスポーツより競
技年齢が圧倒的に高いし、走ったり跳んだりしないから、運動音痴の私でもできそう。さてどん
な犬種がいいだろう、ゴルフウェアはどこのブランドがいいかな、と楽しくリサーチしていると、
家人から「待った」がかかりました。わが家は不干渉主義ですが、わが身に火の粉が降りかかる
場合は違うようです。犬を飼う？朝の散歩なんか、君が続くわけがない。僕が押し付けられるの
は目に見えている。ゴルフ？どんくさい君がグリーンに出た日には、僕だけではなく、後ろのグ
ループにも絶対迷惑をかける、人様に迷惑を掛けてしまうから駄目だ、とすごい剣幕でした。長
年の経験に裏付けされたその主張には、聞くべきものがあります。私とて家人の老後の安穏を脅
かすのは本意ではありません。で、次に出てきたのは、山です。いや、登山は無理でもハイキン
グとかトレッキングくらいならと新しい道が見えてきました。
　昨年の夏のこと、山口市小鯖にあるアウトドアショップに行きました。2,000 坪の広い敷地
に、カフェやベーカリー、カヤック体験ができる人工池もあります。気持ちの良い場所です。何
といっても今時のアウトドアグッズのおしゃれなこと。洗練された中間色でタウンユースできま
す。スポーツサイクルもテントも欲しくなってきます。どうかみなさん、ドライブのついでにぜ
ひお寄り下さい。お勧めします。すっかり気分は山ガール（スルーして下さい）となった私は、
トレッキングシューズやらなんやらで、まあまあの買い物をいたしました。家人は緊急時用のホ
イッスルまで。店員さんに「ポイントが貯まりましたね」とほめられたぐらいです。意気軒昂と
なった私たちは、車のトランクに大きな紙袋二つを載せたまま、近くの低い山の下見に直行しま
した。来るべき第一回トレッキングに備えルートの確認をしようと駐車場で車外に出た瞬間、待っ
ていたかのように大きな虫が私の顔に激突。正確な虫の種類、大きさは不明ですがかなりの衝撃
でした。元来、虫と蛇はかなり苦手です。そう、私の山歩きのイメージは、福岡の銘菓の大昔の
TVCM で流れていたようなチロル高原や、歌にある水芭蕉の咲く尾瀬でした。けっして藪蚊やら
アブがぶんぶんしている夏山ではありません。ああ、早く気が付いてよかった。蛇も勘弁してほ
しい。さらに言えば、寒がりだから秋冬も避けたい。このような経緯により二つの特大紙袋は、
開けられることなく家の納戸でひっそりと翌年の春を待つこととなりました。（以下続く）

（常任理事　長谷川奈津江）
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